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事例１ 販売情報をもとに新たな販売戦略を考察し、仕入計画書を作成する事例

１ 単 元 名 販売情報の分析

２ 単元目標
○移動平均売上予測、売上成長率や売上構成率の計算について理解させる。

○ＡＢＣ分析法、商品ポートフォリオ、利益貢献度の分析、損益分岐点の分析など

の分析手法を習得させる。

○在庫にかかわる最適在庫量と最適発注量を理解させる。

○販売情報から分析したことを、仕入計画書の作成に活用する力を身に付けさせる。

３ 単元計画

次 程 学 習 内 容

一次（2） 前年度の販売情報をもとに、ＡＢＣ分析に必要な販売実績一覧表と売上に関す

るパレート図を作成する。

二次（1） ＡＢＣ分析法を用いて、パレート図から現状分析報告書を作成する。（本時）

三次（1） 現状分析報告をもとに販売戦略を考察し、仕入計画書を作成する。（本時）

４ 本時の目標
○昨年度の販売実習の売上データをもとに現状分析報告書を作成する。

○現状分析を行った後、販売戦略を考察し、次年度の仕入計画書を作成する。

５ 本時（２時間分）の手立て
１ 現状分析を行うための分析項目を教師が現状分析シートに示す。

２ 現状分析について思考を深めるために、班で意見交流を行わせる。

３ 販売戦略を考察するために、各自のアイディアを付箋に記述させる。

４ 仕入計画を考察するために、販売戦略について班で意見交流させる。

６ 本単元で実施する主な言語活動の意図
本単元の目標は、販売情報を様々な分析法を用いて処理する知識・技術を習得さ

せ、ビジネスの諸活動に活用する方法を身に付けさせることです。そこで、本事例

のねらいを昨年度の女子商マルシェの売上データを用いて、現状分析を行った後、

仕入計画書を作成する力を身に付けさせこととし、このねらいを達成するために次

の言語活動を取り入れました。エリアターゲット、客層ターゲット、売れ筋商品、

死に筋商品、天候などの分析項目に基づいて現状分析を各自で行わせた後、話し合

う活動で考察した意見を深めさせます。販売戦略については、ブレーンストーミン

グ法でアイディアを創出し、ＫＪ法でまとめていきます。これらの言語活動を通し

て、生徒の思考力・判断力・表現力等を養い、本時のねらいを達成することができ

ると考えました。

商業科－１「ビジネス情報」
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７ 学習の流れ（５０分間×２）

学習活動・学習内容 授業の実際

■「売上実績表」と「売上金額パレート図」

から現状分析シート（学習プリント）を作

成する。 （写真１）

（写真１）現状分析シートに考察したことを

書き込んでいる様子

■個人で分析した項目について、班で意見を

交流する。 （写真２）

（写真２）現状分析シートをもとに班で交流

言語活動①【話し合う活動】 15分 している様子

■班で交流した意見をもとに、各自で現状分

析報告書を作成し、発表する。（写真３）

・「売上金額パレート図」のＡ群、Ｂ群、Ｃ

群の商品について、売れた原因、売れなか

った原因の考察

・新たな特売品の提案

■次時活動の説明を聞く。

・現状分析から課題を発見した後、販売 （写真３）現状分析した結果を発表している

戦略を考察し仕入計画書を作成する。 様子

めあて
「販売実習の売上データをもとに、現状分析シートと現状分析報告書を作
成しよう。」

分析項目

・エリアターゲット・客層ターゲット・商

品の特徴・ブランド力・売れ筋商品・死に

筋商品（売れていない商品）・価格水準・

販売促進・天気・気温など

評価規準②

生徒の分析

・客層：子ども連れのお客様が多い

・価格：近隣のスーパーよりも安かった。

・販売促進：新聞広告を作成した。

評価規準①

ま
と
め

展

開

導

入

（２）平成２４年度指導事例



- 111 -

学習活動・学習内容 授業の実際

■現状分析報告から見えてきた課題をもとに

販売戦略を各自で考え、付箋に記入する。

（写真１）

・ターゲット、サービス、商品、販売方法

などにおける販売戦略

言語活動② 10分

【ノート（ﾜ ｸーｼー ﾄ）記述】

（写真１）考察した販売戦略を付箋に書いて

■販売戦略について自分の意見を班内で発表 いる様子

し、ＫＪ法により販売戦略について班の意

見をまとめる。 （写真２）

・理論的な販売戦略の考察

言語活動③【話し合う活動】 10分

■根拠をもとに説得力ある仕入計画書を作成

する。 （写真３）

・売上目標を前年比110%増に設定し、そ （写真２）班で販売戦略についてまとめてい

れに見合う仕入計画を作成するための る様子

最適発注量を検討する。

・仕入計画書を作成する。

（写真３）仕入計画書を作成している様子

■仕入計画を発表する。 （写真４）

・販売情報の分析手法について要点を整理す

る。

（写真４）仕入計画を発表している様子

めあて
「現状分析報告書をもとに販売戦略を考え、仕入計画書を作成しよう。」

評価規準③

実際の発表内容

「次の仕入計画を提案します。売上を前年比

110%にするには、試飲・試食を行って、美味し

さを伝える。また、ようかんロールとのセット

販売を提案したい。Ｃ群商品の仕入を２割程度

減らし、売上が好調であった上煎茶の仕入を５

割増しとし、全体の売上を伸ばしていきたい。」

展

開

導

入

ま
と
め
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言語活動を充実させるための手立て 具体的な指示

○現状分析シートに記入する時間を10分程 ○販売実習の時を想起して、各商品群ごと

度確保します。 に分析し、Ｃ群については課題解決の方

○個人で考えたことを班で交流させます。 策を入れた現状分析報告を作成しなさい。

○「もの」を「こと」に変える発想で販売

ワンポイントアドバイス 戦略を考えなさい。

○自分の考えをまとめる時間の確保が必要

です。また、考えを要約するために必要

な例文やキーワードを提示すると論述し

やすくなります。

言語活動を充実させるための手立て ワンポイントアドバイス

○１枚の付箋には１つの項目を記入させま ○企業の具体的な仕入計画書を提示するこ

す。 とで、生徒の思考をさらに深めさせます。

○考えを出しやすくするために、考えたこ 具体的な指示

とを付箋に書かせ、ＫＪ法により拡散 ○現状分析報告から見えてきた課題に対し

した意見を収束させます。 て販売戦略を考え、根拠のある仕入計画

書を作成するために、できるだけ具体的

に意見を記述しなさい。

昨年度の販売情報から、現状分析シートの全ての項目について、正

しく分析した意見が記述されている。 【思考・判断・表現】〈現状分析シート〉

売上構成比のＣ群商品について、売れなかった原因と新たな特売品の

提案が現状分析報告書に記述されている。 【思考・判断・表現】〈現状分析報告書〉

売上目標前年比 110 ％におけるＡ～Ｃ群商品の最適発注量を求め仕入

計画書を作成することができる。 【思考・判断・表現】〈仕入計画書〉

評価規準①

評価規準②

評価規準③

言語活動を充実させるための工夫

言語活動①③【話し合う活動】

言語活動②【ノート（ﾜｰｸｼｰﾄ）記述】

実際の板書

・「お茶」→「お茶の袋詰め体験にチャレンジ」

・「卵かけごはん専用醤油」＋「卵」→「食べてみようか

な」「試してみようかな」

・「洋服」→「誰と何処に着ていこうかな」

それぞれは「もの」かもしれないが、お客様にはその先

にある「こと」をイメージしてもらうことで新たな販売

戦術が考えられる。

（２）平成２４年度指導事例
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商業科 事例１のまとめ

授業者の感想
これまでの科目「ビジネス情報」の授業では、教科書に出てくる例題を使って、

ＡＢＣ分析やパレート図の作成手順の定着に重点を置いていました。

今回の授業では、本校で昨年度実施した販売実習の実際の商品について、ＡＢＣ

分析を行い、パレート図を作成させました。それをもとに、現状分析報告を行い、

今年の販売戦略を考え、店舗顧問に提案する仕入計画書を作る取組を行わせました。

このことにより、単に店舗内の商品の品ぞろえを考えるだけではなく、お客様の客

層から「顧客ターゲット」を絞って、ＡＢＣ分析から読み取れた「売れ筋商品」や

「販売戦略が必要な商品」について考察させることができました。

授業では、クラスを担当店舗ごとに班分けを行い、ブレーンストーミング法とＫ

Ｊ法を用いて、今年の販売戦略の方針を考えさせました。班内の話し合う活動では、

班員一人一人が、説得力のある仕入計画書を店舗顧問の先生へ提案するという目標

のもと、他の班員の意見を聞く機会と生徒自身が発言する機会を設けることで、生

徒一人一人が自分の考えをまとめ、質の高い仕入計画書を作ることができました。

今回の学習のねらいは、販売情報を科学的な分析手法を用いて分析し、ビジネス

の諸活動に活用する能力の育成にありました。また、今年の販売実習で、この授業

を経験した生徒が店舗内でリーダーシップを発揮し、商品陳列を率先して考えてい

る姿が見られ、女子商マルシェに繋がったことに大きな意義があると感じました。

生徒の感想

仕入計画書のポイントを解説している様子各自で仕入計画書を作成している様子
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（２）平成２４年度指導事例

生徒の学習の様子

成果と課題
ＡＢＣ分析を行った後に、各商品群について、売れた原因と売れなかった原因を

各自考察し、班で意見交流を行うことで、多面的な思考で現状報告書を作成するこ

とができました。また、仕入計画の作成では、販売戦略について、意見を出し合い、

理論的に意見をまとめていく言語活動を仕組むことで、説得力のあるものを作成す

ることができました。さらに、昨年度の女子商マルシェの販売情報を教材化するこ

とで、生徒の興味・関心を高め、販売情報などのビジネスデータは、次の仕入計画

などのビジネスに活用する重要なものであることを認識させることができたと考え

ます。取扱商品数が少ない班では、販売戦略についての意見が出にく状況があった

ので、企業が行っている販売戦略の事例を提示することが必要だと考えます。

資料１ 現状分析ワークシート 資料２ ＫＪ法で販売戦略の意見を分類する

資料３ 現状分析、販売戦略をもとに作成した仕入計画書
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事例２ ロールプレイングを通して、望ましい接客応対の心得を考察する事例

ビジネスマナーとコミュニケーション１ 単 元 名

２ 単元目標

、 、 、 。○慶事 弔事 贈答 座席配置などの応対に関する基本的なマナーを習得させる

○挨拶、礼の仕方、電話応対、接客応対などのビジネスマナーを習得させる。

○クレーム対応に主体的に取り組む態度を養う。

３ 単元計画

次 程 学 習 内 容

慶事、弔事、贈答などの対応に関する基本的なマナーを習得する。一次 1（ ）

二次 1 電話応対について、基本的な言葉づかいや受け応えを習得する。（ ）

三次 1 接客応対について、基本的な言葉づかいや受け答えを習得する。（ ）

販売におけるクレームに対する基本的な接客姿勢と処理手順を習得四次 1（ ）

（本時）し、望ましい接客の心得を考察する。

４ 本時の目標

クレームに対するロールプレイングを通して、望ましい接客の心得を考察させ、

クレーム対応に主体的に取り組む態度を養う。

５ 本時の手立て

１ クレームに対応する実践力の必要性を強く認識できる内容のロールプレイン

グとする。

２ ロールプレイングの題材は、昨年度の販売実習（女子商マルシェ）で、実際

にあったクレームを用いる。

３ 各自で考察したことを班で意見交流させる。

６ 本単元で実施する主な言語活動の意図

「応対実務」のねらいは、ビジネスマナーの知識・技術の習得を通して、ビジネ

スの諸活動に主体的に取り組む態度を養うことにあります。そのためには、習得し

た知識・技術を活用するために、実際のビジネスを想定した授業場面を設定し、生

徒の思考力・判断力・表現力等を育成することが必要です。

そこで、本事例では、女子商マルシェで実際にあったクレームを題材としたロー

ルプレイング（演示）を通して、課題を見出させ、既習のビジネスマナーの知識・

技術を活用する授業場面を設定しました。接客応対についての課題とその解決策を

他者と話し合うことで、自分の考えを深め、実践力を身に付けようとする態度を養

うことができると考えました。

商業科－２「応対実務」

（２）平成２４年度指導事例



- 116 -

（５０分間）７ 学習の流れ

学習活動・学習内容 授業の実際

■演示１のクレーム対応について考察し、課

題と改善策をワークシートに記述する。

（ ）写真１

10分
言語活動①

【ノート（ﾜ ｸーｼー ﾄ）記述】

（写真１）演示１の様子

■ワークシートに記述した個人の考察を基に

班で話し合い活動を行い意見を交流する。

・謝り方 （写真２）

・事実の確認

・お客様の要望の確認

】 10分言語活動②【話し合う活動

■班で出た意見を参考に各自の意見を再構築

し発表する。

■クレームに対する基本的な応対について教

師の説明を聞く。 （写真２）話し合う活動の様子

・当事者意識を強く持つ。

・お客様の心情を理解し行動で示す。

・問題、ご要望の確認をする。

・解決策の提示を行う。

■演示１と比べて、お客様の要求が難しくな

った演示２を観察し、課題と改善策を踏ま

えてクレーム対応の接客で大切なものは何

かを考察する。

10分
言語活動③

【ノート（ﾜ ｸーｼー ﾄ）記述】

■ 本時のまとめ （写真３）演示１を発展させた対応の演示２

・クレーム対応の心得について要点を整 の様子

理する。

めあて
「クレームに対する望ましい接客心得について考察しよう 」。

クレームの種類

・品違いによるクレーム

・釣銭間違いによるクレーム

・商品に関するクレーム 評価規準①

評価規準②

ま
と
め

展

開

導

入

（２）平成２４年度指導事例
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評価規準②

言語活動を充実させるための手立て

○演示１を観察して、解決のための具体的

な改善策について、各自の意見をまとめ

ることができるワークシートを準備しま

す。

○話し合う活動を活発にさせるため、司会

者（進行役）を決めておきます。

○意見交流を行った後に各自の意見をまと

める時間をとって発表させます。

具体的な指示もしくは発問

○演示で、どこに課題があったか、どのよ （写真４）演示１を観察し、課題と改善策

うに対応したらよいか、具体的に述べて をワークシートに記述している

ください。 様子

演示１を観察し、商品及び金銭に関するクレーム対応について課題と改

。 〉善策を正しく記述している 【 】思考・判断・表現 〈ワークシート

言語活動を充実させるための手立て

○演示を観察して、課題、改善策を記述す

るワークシートを準備します。

ワンポイントアドバイス

○クレームに対応する実践力の必要性を認

識させ、心得に気付かせるため、演示２

では、演示１よりもさらに対応が難しい

場面を設定します。

具体的な指示もしくは発問

○様々なクレームへの対応で大切なものは （写真５）演示２を観察し、ワークシート

何か考えてみよう。 に記述した個人の考えを発表し

ている様子

ロールプレイング（演示２）を通して、クレーム対応の心得を２つ以上

〈 〉記述している。 【 】思考・判断・表現 ワークシート

言語活動を充実させるための工夫

【 （ ） 】言語活動① ノート ﾜｰｸｼｰﾄ 記述

評価規準①

言語活動④【ノート（ﾜｰｸｼｰﾄ）記述】

（２）平成２４年度指導事例
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商業科 事例２のまとめ

授業者の感想

この授業では、クレームに対する望ましい接客の心得を考察させ、クレーム対応に

主体的に取り組む態度を養うことを目標にしました。昨年度の女子商マルシェで実際

にあったクレームを題材にしたロールプレイングを通して、実際に起こりうる状態を

想定しながら、クレームに対する望ましい接客応対の心得を考察することができたと

考えます。また、話し合う活動では班長（司会）を中心に活発な話し合いが行われて

。 、 、いました このような活動を行うことで 班の意見をまとめる協働性を養うとともに

自分にはなかった考えに触れることで、自分の意見をより深い視点でまとめることが

できていました。

生徒の学習の様子（ワークシート）

資料１ ワークシート 改善した言葉づかいなど

資料２ 様々なクレームへの対応で大切なもの

資料３ 授業後の感想

成果と課題

ロールプレイングの観察から見えてきた課題と改善策を考察させ、話し合う活動で

他の生徒が考察した改善策を知り、各自の考えを深めることができました。資料２の

ようなクレーム対応の心得が考察されたことから、取り入れた言語活動が本時のねら

いを達成するのに有効であったと考えます。また、資料３のように、自分が販売員だ

ったらどのように課題を解決するか主体的に取り組む姿が見られました。

ロールプレイングのクレーム対応の課題について、業務改善の内容を記述している

のもあり、課題を見出す視点を確実に与え、言語活動に取り組むことが大切であるこ

とを再認識しました。

（２）平成２４年度指導事例




